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物価高に負けない最低賃金引き上げを！ 暑い中多くの方から盛り上げていただきました

連 合 新 潟
ホームページ

(1) 第390号 2023年８月15日（毎月１回15日発行）
平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ）

小林事務局長ブログ「徒然なるままに」発信中！ 詳しくは連合新潟ホームページまで！

８月の主な活動
	 1日	第3回政策委員会
	 	最低賃金スタートイベント

	3日	国民民主党県連との
	 	　　　　　　定期協議

	8日	第19回構成組織
	 	　書記長・事務局長会議

	9日	立憲民主党県連との
	 	　　　　　　定期協議

	22日	第10回四役会議

	29日	第10回執行委員会

	30日	第5回青年委員会

　

７
月
14
日
、
連
合
新
潟
流

通
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
連
絡
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
連
絡
会

は
２
０
２
２
年
度
か
ら
Ｕ
Ａ
ゼ

ン
セ
ン
、
Ｊ
Ｐ
労
組
、
自
動
車

総
連
、
情
報
労
連
、
全
労
金
、

労
済
労
連
、
メ
デ
ィ
ア
労
連

（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）
で
新
し
く

再
編
さ
れ
た
連
絡
会
で
、
今
期

２
回
目
の
会
合
で
は
、
連
合
新

潟
の
政
策
担
当
者
も
出
席
し
て

「
令
和
５
年
度
新
潟
県
予
算
に

関
す
る
施
策
要
望
」
と
県
か
ら

の
回
答
を
説
明
し
、
各
構
成
組

織
か
ら
は
課
題
や
取
り
組
み
を

出
し
合
い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
ど
の
産
業

も
人
手
不
足
が
大
き
な
課
題
で

あ
り
、
ま
た
60
歳
以
降
の
雇
用

に
つ
い
て
は
、
取
り
組
み
が
す

す
ん
で
い
る
も
の
の
、
処
遇
の

問
題
や
、
管
理
職
だ
っ
た
方
が

　

７
月
15
日
、
連
合
新
潟
・
柏

崎
地
協
の
意
見
交
換
会
を
、
柏

崎
市
産
業
文
化
会
館
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
は
牧
野
会
長
、
渡

邉
副
会
長
（
電
力
総
連
）
は
じ

め
６
人
。
柏
崎
地
協
は
笹
井
議

長
（
Ｊ
Ｐ
労
組
）・
綿
貫
副
議

長
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
）・
大
矢
副
議
長

（
自
治
労
）・
愛
場
副
議
長
（
電

力
総
連
）・
西
巻
事
務
局
長
（
Ｊ

Ａ
Ｍ
）・
中
村
事
務
局
次
長
（
日

教
組
）
が
出
席
し
、
２
つ
の
テ

ー
マ
を
中
心
に
意
見
交
換
し
ま

し
た
。

　

テ
ー
マ
１

　
　
「
組
織
拡
大
に
つ
い
て
」

　

連
合
新
潟
よ
り
「
16
万
人
復

元
」
に
向
け
た
『
連
合
新
潟
組

織
拡
大
プ
ラ
ン
２
０
３
０
』
の

再
確
認
・
進
捗
状
況
が
報
告
さ

れ
、
柏
崎
地
協
か
ら
は
幹
事
会

時
に
「
柏
崎
地
協
組
織
化
対
象

タ
ー
ゲ
ッ
ト
リ
ス
ト
」
に
て
情

報
収
集
・
共
有
し
て
い
る
こ
と

や
、
連
合
新
潟
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ

ー
・
構
成
組
織
・
地
協
に
て
タ

ー
ゲ
ッ
ト
リ
ス
ト
に
あ
る
事
業

流通・サービス部門
連絡会を開催

～
２
０
２
３
連
合
新
潟
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
～

「
人
生
１
０
０
年
時
代
！

自
分
ら
し
く
生
き
生
き
働
き
続
け
よ
う
！
」

再
雇
用
で
現
場
に
出
る
こ
と
の

不
安
、
体
力
・
身
体
能
力
面
で

の
業
務
配
慮
な
ど
、
多
く
の
共

通
課
題
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し

ま
し
た
。
こ
の
部
門
に
集
う
産

業
は
、
日
常
生
活
で
そ
れ
ぞ
れ

の
関
わ
り
が
あ
る
も
の
の
、
実

際
の
業
務
の
こ
と
は
知
り
得
な

い
も
の
が
多
く
、
視
野
を
広
げ

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

所
を
訪
問
し
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
２

　
　
「
地
協
の
活
動
に
つ
い
て
」

　

柏
崎
地
協
よ
り
、
地
協
の
構

成
・
役
員
体
制
・
公
的
委
員
会

へ
の
参
画
状
況
・
活
動
方
針
・

活
動
状
況
の
報
告
が
さ
れ
、
地

域
協
議
会
活
動
推
進
会
議 

「
２

つ
の
コ
ア
活
動
」
取
り
組
み
状

況
の
評
価
シ
ー
ト
を
活
用
し
た

地
協
活
動
の
特
徴
点
が
提
示
さ

れ
、
機
関
運
営
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
・
政
策
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
な
ど
を
意
見
交
換
し

ま
し
た
。

　

渡
邉
副
会
長
か
ら
ま
と
め
て

い
た
だ
い
た
後
、
会
場
を
変
え

開
催
し
た
意
見
交
換
会
第
２
部

で
は
さ
ら
に
深
化
し
た
情
報
共

有
・
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
22
日
、
イ
ク
ネ
ス
し
ば

た
で
２
０
２
３
下
越
地
区
労
働

者
福
祉
協
議
会
主
催
の
ワ
ー
ク

＆
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー
を
、
連
合

新
潟
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
位
置
づ
け
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
本
間
美
香
子
さ

ん
の
講
演
会
を
開
催
。
68
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
の
多
様

な
就
労
・
社
会
参
加
が
推
進
さ

れ
る
今
、
こ
れ
ま
で
の
職
業
人

生
（
キ
ャ
リ
ア
）
を
振
り
返
り
、

キ
ャ
リ
ア
を
生
か
し
「
も
っ
と

自
分
ら
し
い
キ
ャ
リ
ア
を
見
つ

け
た
い
」「
子
供
の
頃
の
夢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」「
子
育

て
も
落
ち
着
い
た
し
学
び
直
し

を
始
め
た
い
」
な
ど
、
セ
カ
ン

ド
キ
ャ
リ
ア
で
人
生
を
豊
か
に

送
り
た
い
と
考
え
る
方
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

キ
ャ
リ
ア
の
語
源
は
、
車
の

轍
（
わ
だ
ち
）
＝
通
っ
た
車
が

道
に
残
し
た
車
輪
の
跡
。
様
々

な
出
会
い
や
、
経
験
を
積
み
重

ね
な
が
ら
歩
ん
で
き
た
足
跡
と
、

こ
れ
か
ら
進
ん
で
い
く
道
の
り

を
人
生
と
仕
事
の
両
輪
の
視
点

で
主
体
的
に
考
え
、
選
択
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

自
己
理
解
か
ら
目
的
意
識
を
持

ち
、「
何
を
し
た
い
の
か
」「
何

が
で
き
る
の
か
」「
何
を
な
す

べ
き
か
」
を
整
理
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
に
な
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
参
加
者
は
実
際
に
社

会
人
と
な
っ
て
仕
事
を
始
め
て

か
ら
現
在
ま
で
を
振
り
返
り
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
チ
ャ
ー
ト
を
自

身
で
作
成
し
、
仕
事
だ
け
で
は

な
く
人
生
に
お
い
て
自
身
に
影

響
を
与
え
た
経
験
等
を
書
き
出

し
て
振
り
返
る
作
業
も
行
い
ま

し
た
。

　

現
代
社
会
に
お
い
て
は
、

「
自
立
型
人
材
」
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、「
自
分
ら
し
さ
」
を

経
験
の
振
り
返
り
に
よ
り
、
個

人
的
な
観
点
、
組
織
的
な
観
点

を
探
っ
て
い
く
、
そ
ん
な
セ
ミ

ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　７月10日、福井市にて、北陸ブロック代表者会
議が開催されました。連合本部からは、瀧本副会
長、清水事務局長をはじめ８人が参加し、北陸ブ
ロックからは、各県の会長・事務局長・ブロック
女性代表など10人が参加しました。
　会議では、2024～2025年度運動方針案策定に向
けた意見交換、中央会費制度の準備期間における
対応などが連合より提起され、それぞれの課題に
ついて、各県より意見を述べました。また、その
後行われた意見交換では、なぜ連合が立憲民主党、
国民民主党を支援するのか、組合員に分かりやす
い形で周知するための器材が必要だとの意見があ
り、連合で検討することとなりました。
　2023年度の北陸ブロック代表者会議は、全日程
を終了しました。

柏
崎
地
協
と
の

意
見
交
換
を
開
催

連合本部、連合北陸ブロック代表者会議を開催

「誰もが時給1,000円」の早期実現と、
あるべき水準の議論にむけて
最低賃金改定審議スタート

　

７
月
28
日
、
第
67
回
中
央
最

低
賃
金
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、

令
和
５
年
度
の
最
低
賃
金
改
定

の
目
安
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
か
ら
都
道
府
県
ご
と
の
ラ

ン
ク
数
が
４
か
ら
３
に
見
直
さ

れ
、
新
潟
県
が
適
用
さ
れ
る
Ｂ

ラ
ン
ク
の
引
き
上
げ
目
安
は
40

円
。
過
去
最
高
額
の
目
安
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、
目
安
に

関
す
る
公
益
見
解
で
は
①
こ
の

春
の
賃
金
上
昇
率
が
、
連
合
の

最
終
集
計
で
３
・
58
％
、
中
小

で
も
３
・
23
％
と
30
年
ぶ
り
の

高
水
準
と
な
っ
た
こ
と
②
業
況

判
断
Ｉ
Ｄ
は
日
銀
短
観
、
中
小

企
業
景
況
調
査
と
も
に
、
昨
年

か
ら
さ
ら
に
改
善
が
み
ら
れ
る

こ
と
③
労
働
者
の
生
計
費
と
し

て
、
消
費
者
物
価
の
総
合
指
数

が
引
き
続
き
高
い
水
準
で
あ
る

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
あ
わ

せ
て
中
小
企
業
の
生
産
性
向
上

の
支
援
や
適
正
な
価
格
転
嫁
に

向
け
た
取
り
組
み
な
ど
、
政
府

へ
の
支
援
が
求
め
ら
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。
仮
に
全
国
で
目
安
額

で
の
引
き
上
げ
と
な
る
と
全
国

加
重
平
均
１
０
０
０
円
台
が
実

現
し
ま
す
が
、
連
合
が
め
ざ
す

の
は
「
誰
も
が
時
給
１
０
０
０

円
」。
新
潟
県
も
早
期
の
１
０

０
０
円
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

こ
の
機
関
紙
が
お
手
元
に
届

く
頃
に
は
新
潟
県
の
改
定
額
が

新
潟
労
働
局
長
に
答
申
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
８
月

23
日
の
異
議
申
し
立
て
に
つ
い

て
の
審
議
を
経
て
、
改
定
額
と

改
定
日
が
正
式
に
決
定
し
、
そ

の
後
は
、
全
県
で
の
周
知
活
動

を
お
こ
な
っ
て
い
き
ま
す
。

４
年
ぶ
り
の
出
発
式

　

連
合
新
潟
で
は
県
の
金

額
審
議
が
ス
タ
ー
ト
す
る

８
月
１
日
に
最
低
賃
金
審

議
の
出
発
式
を
行
い
ま
し

た
。
最
初
に
牧
野
会
長
か

ら
「
新
潟
県
は
Ｂ
ラ
ン
ク

で
40
円
の
目
安
が
示
さ
れ

た
が
Ａ
ラ
ン
ク
は
41
円
の

目
安
が
示
さ
れ
て
お
り
こ

の
ま
ま
で
は
さ
ら
に
中
央

と
の
格
差
が
広
が
る
。
例

年
以
上
に
厳
し
い
審
議
に

な
る
こ
と
は
想
像
で
き
る

が
、
審
議
委
員
に
は
頑
張

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
の

激
励
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
、
審

議
会
委
員
か
ら
は
、「
県
内
産

業
の
発
展
と
働
く
皆
さ
ん
の
安

心
の
た
め
に
、
し
っ
か
り
と
審

議
し
て
き
ま
す
。」「
企
業
が
苦

し
い
か
ら
と
言
っ
て
生
活
で
き

な
い
賃
金
し
か
労
働
者
に
払
わ

な
く
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
に

は
な
り
ま
せ
ん
。」「
県
内
で
働

く
者
の
生
活
を
守
れ
る
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
役
割
が
果
た

せ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。」
な

ど
、
過
去
最
高
値
の
金
額
目
安

が
示
さ
れ
た
今
回
の
審
議
に
臨

む
、
力
強
い
決
意
表
明
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
牧
野
会
長
の
音
頭

で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
行
い
、

最
低
賃
金
引
き
上
げ
の
必
要
性

を
訴
え
る
た
め
、
街
宣
車
を
送

り
出
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
参
加
者
は
35
人
。
熱

い
中
で
の
出
発
式
に
な
り
ま
し

た
が
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。



【giftee Box Selectについて】●ラインナップの中から好きな商品と交換していただけます。●ポイント数は受け取ったチケット券面をご確認ください。●ラインナップおよ
び交換に必要なポイントは付与されたgiftee Box Selectにより異なり、変更になる場合がございます。またgiftee Box Select内のポイント交換レートは商品により異なり
ます。記載された必要ポイント数をよくご確認の上、商品と交換してください。●ラインナップは随時変更となる場合がございます。●ポイントの利用には期限がございます。
ホーム画面に表示された期限までにお好きな商品と交換してください。●期限終了後、ポイント残高は失効します。ポイントの払い戻しはお受けしておりません。●ポイント
の追加チャージはできません。●商品交換後の商品の変更・キャンセルはできません。

いつでも・どこでも残高や入出金をスマホでチェック！いつでも・どこでも残高や入出金をスマホでチェック！いつでも・どこでも残高や入出金をスマホでチェック！いつでも・どこでも残高や入出金をスマホでチェック！

注）6月は10名様、7・8・9月は各30名様が当選となります。抽選は、各月の登録者を対象に翌月に行います。※ろうきんアプリのお知らせ（プッシュ通知）の受信を許可されてい
る方が対象となります。当選者の方へ、プッシュ通知で景品受け取りのご案内を配信することをもって、当選発表とさせていただきます。※詳しくは店頭へお問い合わせください。

実施
期間 6/19（月）～9/30（土）

2023 2023期間中に「ろうきんアプリ」をインストールし、普通預金口座を
登録された方の中から抽選で毎月30名様（合計100名様）注）に
期間中に「ろうきんアプリ」をインストールし、普通預金口座を
登録された方の中から抽選で毎月30名様（合計100名様）注）に

キャンペーンキャンペーン

1,000円分1,000円分 が当たる！選べるデジタル
ギフト

選べるデジタル
ギフト

選べるデジタル
ギフト

選べるデジタル
ギフト

ろうきんアプリ 検 索

連　　　合　　　新　　　潟

25%

25%

12%

25%

12%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

特に備えていない

ハザードマップの
確認

家族等との安否
確認手段

持ち出し用防災
グッズの準備

食料・飲料品等の
備蓄

2023年８月15日 平成２年２月19日
第三種郵便物認可（ ） （毎月１回15日発行） (2)第390号

労働で悩んでいる人、あなたの周りにいませんか？　無料相談 0
フリーダイヤル

120-1
いこうよ

54-0
れんごうに

52（平日10:00～17:00）

　

上
の
子
は
県
外

の
希
望
す
る
大
学

に
進
学
し
、
一
人

暮
ら
し
を
選
択
。

最
初
は
連
絡
が
頻

回
に
あ
っ
た
が
、

大
学
生
活
が
楽
し

い
よ
う
で
今
で
は
め
っ
き
り
連

絡
を
し
て
こ
な
く
な
っ
た
。
そ

の
分
、
高
校
２
年
生
の
下
の
子

に
目
が
い
っ
て
し
ま
う
。
現
在

勉
強
そ
っ
ち
の
け
で
お
友
達
と

遊
ぶ
こ
と
に
夢
中
。
や
っ
と
さ

ま
ざ
ま
な
制
限
が
な
く
な
り
、

体
育
祭
や
修
学
旅
行
な
ど
各
種

行
事
も
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
も
踏
ま
え
れ
ば
、
分
か
ら

な
く
も
な
い
が
・
・
・
。 （
Ｔ
）

７月ホームページアンケート結果発表
質問：７月のHPアンケートは、「自然災害に対して（特に）備えて
いること」でした。
　結果は、備えていない方もいる一方で、何かしら必要な準備をし
ている様子も伝わってきます。そして、どれもが１度だけ用意・確
認すればよいものではありませんし、いくら準備をしていても想定
外のことが起きるのだろうと思います。災害が起きても、なるべく
落ち着いて、周りと助け合いたいですね。
　さて、８月の連合新潟HPアンケートは、飛躍的に進歩している
「ＡＩ（人工知能）」に関してです。連合新潟ホームページから投
票してください。

☆回答・妥結報告があった組合239組合（52,532名）。
☆集計可能な平均方式組合の結果は以下の通り。
☆「2023額・率」と「2022額・率」すべてのデータがないところは集計対象外。

定昇込み平均賃上げ方式【 回答・妥結集計 】

集計組合 2023 2022同時期 対　　　　比
加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率 金額 率
計 125 33,360 9,116 3.31 6,733 2.72 5,763 2.11 4,137 1.66 3,354� 1.20� 2,596� 1.05�

【 一時金：回答・妥結集計 】
　回答・妥結報告があった組合は、年間81組合（25,714名）、夏季のみ報告91組合（12,818
名）。額・月数とも集計可能な組合の結果は以下の通りです。
１．年間回答妥結集計結果

【額集計】

集計組合 2023 2022同時期 対　　　　比
加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 金額 金額 金額 金額 金額
計 50 17,670 1,177,123 1,113,615 1,166,521 1,095,721 10,602� 17,894�
【月数集計】

集計組合 2023 2022同時期 対　　　　比
加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 月数 月数 月数 月数 月数 月数
計 62 23,087 4.13 4.05 4.15 4.00 -0.02� 0.05�
２．夏季のみ回答妥結集計結果� ※夏季のみ回妥，年間回妥含む	

【額集計】

集計組合 2023 2022同時期 対　　　　比
加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 金額 金額 金額 金額 金額 金額
計 86 15,536 522,424 452,036 516,684 435,859 5,739� 16,177�
【月数集計】

集計組合 2023 2022同時期 対　　　　比
加重平均 単純平均 加重平均 単純平均 加重平均 単純平均

組合数 人員 月数 月数 月数 月数 月数 月数
計 108 20,500 2.05 1.91 2.04 1.85 0.01� 0.06�

連合新潟 2023春季生活闘争 第8回集計結果（7月24日公表）

　７月22日、万代シルバーホテルにて北方領
土返還要求運動新潟県民会議の総会が開催さ
れ、連合新潟からは、10人が参加しました。
　総会では、令和４年度事業報告、決算、令
和５年度事業計画（案）、令和５年度予算（案）、
役員変更について、提案され確認されました。
その後の県民大会では、元島民二世で落語家
の三遊亭金八氏より北方領土辻話、北方領土
寄席を披露いただき、楽しく北方領土につい
て学びました。また、県民会議創立40周年を
記念しレセプションが開催され、北海道、北
方領土、北前船に因んだ食を通し、先人の北
方領土を含む開拓の歴史や努力を再認識し最
後に、参加者全員で北方領土返還のため一致
団結しがんばることをガンバロー三唱で確認
しました。

北方領土返還要求運動
新潟県民会議総会・県民大会・
40周年記念レセプション開催

調査実施中
ご協力をお願いします！

●2023年度労働条件実態調査
●2024地域ミニマム運動賃金実態調査
☆提出期限：10月２日（月）必着

――――  連合新潟推薦  ――――
妙高市議会議員選挙結果
投開票日		７月16日（定数16）
○内は当選順位　（　）内は当選回数

当選（３）阿部 幸夫��620票�⑭
ご支援・ご協力に感謝いたします。
ありがとうございました。

――――――――――――――――

長
岡
市
摂
田
屋
地
区
の
発
酵
・
醸
造
の
歴
史
と

過
去
の
震
災
か
ら
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た

事
例
を
通
し
て
学
ぶ

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　

７
月
８
日
、
青
年
委
員
会
と

女
性
委
員
会
の
合
同
研
修
で
小

千
谷
市
の
「
お
ぢ
や
震
災
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
そ
な
え
館
」
見
学
と

長
岡
市
・
摂
田
屋
の
街
歩
き
を

行
い
ま
し
た
。
そ
な
え
館
で
は
、

新
潟
県
中
越
大
震
災
発
生
当
時

を
、
４
Ｄ
×
３
Ｄ
映
像
で
の
体

感
や
震
災
当
時
の
状
態
を
再
現

し
た
部
屋
な
ど
を
見
て
、
あ
ら

た
め
て
、
被
害
の
大
き
さ
、
恐

　

７
月
31
日
、
新
潟
県
労
働
委

員
会
労
働
者
委
員
と
労
働
審
判

員
の
合
同
研
修
会
を
新
潟
市
内

の
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
の
一
新
総
合
法
律
事
務
所

の
和
田
理
事
長
（
弁
護
士
）
よ

り
、「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
事
例
紹
介
お
よ
び
労
働
事
件

に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
注
意

点
」
を
テ
ー
マ
に
、
パ
ワ
ハ
ラ

の
発
生
状
況
の
推
移
や
、
法
律

の
成
立
、
施
行
か
ら
、
対
策
の

現
状
、
予
防
、
解
決
の
た
め
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
が
あ

ろ
し
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
そ
な
え
館
の

方
よ
り
避
難
生
活
の
様
子
や
防

災
へ
の
備
え
に
つ
い
て
教
え
て

い
た
だ
き
防
災
の
大
切
さ
を
学

習
し
ま
し
た
。

　

長
岡
市
・
摂
田
屋
は
、
登
録

有
形
文
化
財
や
歴
史
的
建
造
物

が
数
多
く
残
る
発
酵
・
醸
造
の

街
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

方
と
街
を
歩
き
な
が
ら
蔵
元
の

り
ま
し
た
。
ま
た
県
内
の
特
徴

的
な
パ
ワ
ハ
ラ
事
件
を
も
と
に
、

裁
判
例
の
解
説
を
交
え
、
学
習

を
進
め
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、
裁
判
勝
訴
後
の
原
告
の
職

場
復
帰
の
状
況
や
、
慰
謝
料
の

判
断
基
準
、
録
音
や
メ
モ
の
証

拠
の
有
効
性
、
最
近
多
く
見
か

け
る
記
者
会
見
の
賛
否
な
ど
、

多
く
の
質
問
が
あ
り
、
和
田
弁

護
士
か
ら
回
答
い
た
だ
く
こ
と

で
、
よ
り
知
識
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
研
修
会
後
は
、

労
働
委
員
会
委
員
、
労
働
審
判

員
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
例
報

告
な
ど
を
い
た
だ
き
、
互
い
に

県
内
労
働
者
の
立
場
に
立
っ
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
こ
と

歴
史
や
建

物
に
つ
い

て
教
え
て

い
た
だ
き
、

摂
田
屋
の

歴
史
を
学

び
ま
し
た
。

　

今
回
の
体
験
を
通
し
、
両
委

員
会
の
委
員
同
士
の
意
見
交
換

を
行
い
、
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

連
合
新
潟
は
、
新
潟
県
労
働

委
員
会
へ
５
名
、
新
潟
地
方
裁

判
所
へ
労
働
審
判
員
５
名
を
派

遣
し
、
労
使
双
方
か
ら
の
申
し

立
て
に
対
し
、
調
整
や
斡
旋
、

審
判
を
行
っ
て
い
ま
す
。


